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開会のあしヽきつを述べる長谷場純一会長

か
じ
童

ト
ビ
l
y
’
ス

東
京
柳
沼
本
会
総
会

於
里
出
身
　
董
岐
健
忘

平
成
十
六
年
度
の
東
京
加
治
木
会

（
長
谷
場
純
一
会
長
）
総
会
が
十
月

十
六
日
、
品
川
区
の
三
川
倶
楽
部
に

約
九
十
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
深

ま
り
ゆ
く
秋
の
夕
刻
ま
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

今
回
は
町
側
か
ら
川
野
威
朗
町
長

を
は
じ
め
兼
田
勝
久
町
議
会
議
長
、

寺
師
秀
孝
総
務
課
長
ら
が
出
席
し
ま

した。ま
ず
町
長
か
ら
ふ
る
さ
と
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

話
題
の
中
心
は
加
治
木
、
姶
良
、
蒲

生
の
三
町
合
併
問
題
が
中
心
で
、
兼

田
町
議
会
議
長
か
ら
特
に
詳
細
に
現

状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
者
の
間
か
ら
は
、
「
三
町
の

将
来
を
決
め
る
大
き
な
問
題
。
各
町

言
い
分
が
あ
る
と
思
う
が
、
長
い
目

で
三
町
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
肝

要
だ
。
」
「
時
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
。
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

した。続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、
出
席
者

の
中
の
最
高
齢
者
で
、
元
会
長
の
犬

重
秀
孝
さ
ん
八
十
四
歳
の
音
頭
で
乾

杯
。
町
長
の
手
土
産
の
つ
け
揚
げ
、

地
元
の
焼
酎
、
加
治
木
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
出
席
者
も
多
く
、
そ
の

中
で
高
橋
碍
子
さ
ん
（
旧
姓
若
松
、

萩
原
出
身
）
は
、
「
小
学
、
女
学
校

時
代
の
同
窓
生
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

何
十
年
ぶ
り
に
故
里
の
近
況
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
と
て
も
懐
か
し
く

元
気
で
し
た
ら
来
年
も
ぜ
ひ
出
席
し

た
い
で
す
。
」
と
笑
顔
で
し
た
。

お
互
い
に
話
の
つ
き
な
い
仲
間
た

ち
も
い
て
、
閉
会
間
際
に
ふ
る
さ
と

の
民
謡
「
お
は
ら
節
」
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
流
れ
出
す
と
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
男
女
が
か
け
寄
り
、
丸
い
輪
が

で
き
て
踊
り
だ
し
、
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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鯵受付をする参加者

／1笑顔で再会を喜び合

う

ンふるさとの近況報告

をする川野町長

討合併の状況を詳しく

説明する兼田町議会

議長

し．／懇親会で乾杯の音頭

を取る犬重秀孝さん

羽ふるさとのなつかし

い晦に舌鼓を打つ

に＞写真左錨の原田実さ

んは韓国て詩〒われた

東洋囲碁大会の日本

代表選手

）あちこちで名刺の交

換

「みんなでハイ・ポー

ズ

」最後に全員でおはら
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表彰状を手にする蔵満さん

少
年
女
子
遁
的
で
全
国
優
勝

－
第
5
0
回
国
民
体
育
大
会
－

抑
治
木
工
業
高
検

事
達
部
女
子

福
留
・
山
口
・
今
村
ト
リ
オ

第
五
十
九
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
（
埼
玉
県
）
　
の
弓
道
競
技
に
鹿
児
島

県
代
表
で
出
場
し
た
加
治
木
工
業
高
校

の
福
留
恵
里
花
さ
ん
　
（
二
年
）
、
山
口

詩
織
さ
ん
二
年
）
、
今
村
桂
子
さ
ん

（
一
年
）
　
の
三
人
が
少
年
女
子
近
的
で

見
事
優
勝
。
日
本
一
の
栄
冠
を
射
止
め

ま
し
た
。

主
将
の
福
留
さ
ん
　
（
山
田
中
卒
）
は

中
学
時
代
は
テ
ニ
ス
部
で
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
高
校
入
学
後
は
友
達
に
誘

わ
れ
弓
道
部
へ
。
未
経
験
だ
っ
た
分
、

人
一
倍
努
力
し
次
第
に
弓
の
魅
力
に
取

り
つ
か
れ
た
と
言
い
ま
す
。
山
口
さ
ん

（
加
治
木
中
卒
）
と
今
村
さ
ん
　
（
隼
人

中
卒
）
　
は
中
学
一
年
か
ら
の
経
験
者
。

中
学
時
代
か
ら
県
大
会
等
で
活
躍
し
、

国
体
で
も
一
年
生
と
は
思
え
な
い
落
ち

着
き
を
見
せ
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

三
人
は
、
「
ま
ず
は
予
選
突
破
を
目

標
に
し
て
い
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
も
今
給
黎
監
督
の
教
え
を
思
い

出
し
、
平
常
心
で
弓
を
引
け
た
の
が
よ

か
っ
た
の
か
な
。
」
と
笑
顔
で
優
勝
の

喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
油
断
せ
ず
、
お
ご
る

こ
と
な
く
目
の
前
の
大
会
に
全
力
で
ぶ

つ
か
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
力
強
い
言

葉
を
残
し
射
場
に
向
か
う
三
人
の
日
は
、

す
で
に
次
の
大
会
に
向
け
ら
れ
て
い
ま

した。日
本
一
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

蔵
満
洋
一
さ
ん
へ

林
水
産
大
陸
か
ら
表
彰
状

繋
謳
彊

加
治
木
走
友
会
（
大
脇
武
二
会
長
二
十

六
人
）
は
十
一
月
二
十
一
日
、
出
水
市
役

所
か
ら
加
治
木
町
役
場
ま
で
の
六
十
九
キ

ロ
を
リ
レ
ー
駅
伝
で
走
破
。
会
設
立
二
十

周
年
を
会
員
の
健
脚
で
祝
い
ま
し
た
。

走
友
会
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
設
立
以

来
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
や
駅
伝
大
会
な
ど
に
参
加
し
、
競
技
力

の
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

最
終
走
者
を
務
め
、
会
員
中
で
最
高
齢

者
で
も
あ
る
大
脇
会
長
（
七
十
三
歳
）
は

「
と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
。

ま
だ
ま
だ
現
役
で
走
り
ま
す
よ
。
」
と
疲

れ
た
様
子
も
見
せ
ず
元
気
に
答
え
て
い
ま

した。

昭
和
四
十
七
年
七
月
か
ら
今
日
ま
で
、

三
十
二
年
の
長
さ
に
渡
り
農
業
委
員
を
務

め
て
お
ら
れ
る
西
塩
入
下
の
競
漕
洋
一
さ

ん
へ
農
林
水
産
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
、
町
長
室
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
川
野
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

蔵
満
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
始

ま
っ
た
県
営
十
三
塚
原
畑
地
帯
総
合
土
地

改
良
事
業
に
お
い
て
、
優
良
農
地
の
確
保

や
利
用
集
積
な
ど
に
日
夜
奔
走
。
昭
和
五

十
三
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
は
農
業
委

員
会
会
長
と
し
て
、
農
家
の
先
頭
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



「お知らせ」が電話で聞けます。十二＿

5

－

猪俣富夫さん　　犬重　責さん　　川原　仁さん　　矢野辰こさん

’i爵‾：二　戴没却を儀式　リ 

議　　　　1－ ��� 

ぎ l i � 

、｛ 二∴●　‾ ∴1 霞議田圃i 

SSSSSS88888mg＝ � �二leヾ　　　　　」＿上＿＿ 

白い菊を捧げる参列者たち

員
轟
に
究
野
辰
二
さ
ん

讃
委
員
会
委
員
決
ま
る

醗
繕
謳
‥

第
三
十
三
回
薩
摩
な
ん
こ
大
会
が
十
一

月
十
二
日
、
商
工
会
館
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
な
ん
こ
愛
好
者
が
集
ま
り
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
「
な
ん
こ
玉
」
と
呼
ば
れ
る

長
さ
十
セ
ン
チ
程
の
棒
を
互
い
に
三
本
ず

つ
持
ち
、
こ
の
う
ち
数
本
を
手
に
隠
し
て

前
に
差
し
出
し
二
人
の
合
計
数
を
当
て
る

と
い
う
も
の
。

単
純
な
ゲ
ー
ム
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加

者
の
表
情
は
み
な
真
剣
。
負
け
た
方
が
焼

酎
を
飲
む
の
か
ル
ー
ル
で
勝
敗
が
決
す
る

た
び
に
参
加
者
の
顔
は
紅
潮
し
て
い
き
ま

した。【
成
績
】
　
▽
団
体
戦
　
優
勝
－
満
月
会

▽
個
人
戦
　
優
勝
－
樗
木
孝

▽
女
王
戦
　
優
勝
－
米
山
美
香

十
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
、
加
治
木
町

議
会
本
会
議
の
選
挙
の
結
果
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
に
矢
野
辰
二
さ
ん
、
川
原

仁
さ
ん
、
犬
重
責
さ
ん
、
猪
俣
吉
夫
さ
ん

の
四
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
委

員
長
は
委
員
の
互
選
の
結
果
、
矢
野
さ
ん

が
務
め
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

【任期】
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
か
ら

平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
ま
で
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
十
一
月
五
日
、

柁
城
小
学
校
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
は
五
・
六
年
生
の
児
童
が
対
象
。

ま
ず
ビ
デ
オ
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

学
習
し
た
後
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
笑
い
を
交
え
た
漫
才
講
師

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
そ
う
に
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

走
行
テ
ス
ト
で
は
、
車
に
取
り
付
け
た

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
光
を
当
て
て
う
ま
く

走
り
出
す
か
を
確
認
。
自
分
が
作
っ
た
車

が
走
り
出
す
と
歓
声
が
あ
が
り
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
興
味
を
一
歩
深
め
た
様
子
で

した。

韓
を
祈
旨
い
誓
繋

戦
没
書
道
悼
式

加
治
木
町
戦
没
者
追
悼
式
が
十
一
月
十

二
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
、
遺
族
や
遺
児
な
ど
の
関
係
者
約
六

十
人
が
参
列
。
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

した。川
野
威
朗
町
長
が
「
遺
族
の
胸
に
眠
ら

れ
る
御
霊
の
尊
い
教
訓
を
対
し
相
国
発
展

の
た
め
、
ま
た
、
世
界
平
和
の
た
め
努
力

い
た
す
こ
と
を
固
く
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
式
辞
。

遺
族
を
代
表
し
て
、
越
牟
田
頼
子
さ
ん

が
追
悼
の
こ
と
ば
を
捧
げ
ま
し
た
。

参
列
者
た
ち
は
献
花
台
に
白
い
菊
を
捧

げ
、
慰
霊
塔
に
向
か
い
手
を
合
わ
せ
な
が

ら
戦
没
者
の
安
ら
か
な
眠
り
を
祈
っ
て
い

ま
し
た
。
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鱗
鮮
野
菜
や
和
牛
精
肉
に
大
滝
か
。

わ
く
わ
く
健
康
秋
ま
つ
り

第
二
十
六
回
わ
く
わ
く
健
康
秋
ま

つ
り
が
十
一
月
十
四
日
、
加
音
ホ
ー

ル
と
町
営
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

館
内
で
は
、
健
康
相
談
や
介
護
相

談
、
子
育
て
支
援
コ
ー
ナ
ー
が
並
び

体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
自
分
の

健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
野
菜
や
海
産

物
、
和
牛
精
肉
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
多

く
の
人
が
列
を
作
り
、
お
目
当
て
の

品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
　
堪
能

文
化
交
流
週
間
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
有

森
裕
子
さ
ん
が
「
よ
ろ
こ
び
を
ち
か

ら
に
」
と
題
し
、
満
員
の
聴
衆
を
前

に
「
自
分
の
力
を
信
じ
て
努
力
す
れ

ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
。
」
な
ど
と

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

【
幼
児
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

※
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
が
対
象

▼
最
優
良
賞
－
兵
頭
雄
太
　
桝
清
明

佳
▼
優
良
賞
－
今
村
美
穂
　
池
江
尻

紀
　
内
村
望
空
　
馬
渡
祐
成

【
農
林
産
物
品
評
会
金
賞
受
賞
者
】

▼
葉
茎
葉
の
部
－
山
下
都
　
富
永
ピ

サ
エ
　
▼
軟
弱
野
菜
の
部
－
堂
森
セ

ツ
エ
　
▼
果
菜
の
部
－
上
村
賓
　
▼

根
菜
の
部
－
堂
森
ス
ミ
子
　
片
ノ
坂

ナ
ミ
子
　
▼
果
樹
の
部
－
岩
崎
京

▼
林
産
物
の
部
－
岩
元
義
美
　
▼
水

稲
競
作
の
部
－
石
原
五
男

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
三
日
に

か
け
て
、
町
美
術
展
覧
会
や
文
化
協

会
展
、
舞
台
芸
能
発
表
や
生
涯
学
習

推
進
大
会
な
ど
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
加
音
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
関
係
者
や

一
般
町
民
な
ど
約
七
十
人
が
出
席
。

川
野
町
長
が
「
生
涯
学
習
を
通
じ
て

学
び
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
加

音
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
で
ム

ー
ド
が
高
ま
っ
た
後
に
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
文
化
交
流
週
間
の
幕

が
開
け
、
文
化
交
流
週
間
期
間
中
、

会
場
に
は
多
く
の
町
民
が
足
を
運
び

文
化
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。



「お知らせ」が電話で開けます同輩轟議輩樹

欄間⑨墓参砂
◆寄稿　鮫島水穂スティーブ（ロスアンジェルス在住）

暦の上では晩秋になるが、一年中温暖な気候に恵まれているロスアンジェルスにも秋の気配が漂い始めたこと

が、周りの木々を通して伝わって来る。この日は珍しく空がどんよりとしており、時折雨もパラついた。私にと

って郷里に等しい加治木から三人の来訪者が「伊丹明」の墓参りをしたいと切望されていたので、伊丹先輩がつ

い嬉しくなり涙を流したのだろうかと思った。

虞。 営！ ��亀／＿士〕、。 ��’㌻ri＿曇 �一・′工一i ∴詳言－ニーi ∵iヽ 

♪三二一一 ∴●一言 まきt◆・・‘、 �薯 ■鉦 ∴ �主1㌧ �）＼ ；↓ ーi」 

＿／ （、、、＿ � �′　、‾ 

■∴ �京＿＿ 灘1－l �．、＿擬態 
－ ��＿ベ‾ ��三繁；：：∴：三業 

この旅人たちは、伊丹明とは旧制加治木中学・加治木高校の先輩と

後輩になるが、それを越えて、加治木が生んだ「伊丹明」を偉大な人

物として捉え、ロスアンジェルスに来た時は必ず伊丹明の墓参りをさ

れる心優しき後輩たちであった。（私からは先輩になる。）この心優し

き後輩たちとは以前加治木町役場に勤務されていた堀切蕪さんと桐

原歯科医院の桐原千毒さん（奥様が同行）である。

十一月初旬に其々の所用で来米されたが、ご多忙中にも拘わらず、伊丹先輩の墓だけは見舞いたいと希望され、

帰国される前日にその念願が叶った。このお二人は五年前にロスアンジェルスに来られた時も墓参りをされてお

り、伊丹明の業績を称える方々である。私が今年の五月に「伊丹明の遺品展」で、彼の愛用した「弓」を加治木

郷土館に寄贈するため帰国した折、秋に渡米した折には一緒に伊丹明の墓参りをしようと約束していた。

伊丹明のことについて書かれている本は殆どが「伊丹明の亡骸」はワシントンD．Cのアーリントン墓地に

埋葬されていると書かれているが、しかし、最後に軍籍を離れ民間人で物故した伊丹明の亡骸は、ロスアンジェ

ルスの東方郊外にある「カルバー墓地」に埋葬されている。現在、伊丹夫人であった君子さんがサンフランシス

コ近くのバークレイ市に住まわれているので、今は私と堀切徹（薫さんの兄さん）で伊丹明の墓を守っている○

加治木出身の堀切徹さんは、旧制二中出身で伊丹明とは直接関係ないが、同じ加治木を郷里とする伊丹明に詳し

い方で、伊丹明の後輩になる私にいろいろ彼の業績を教示してくれ、また彼の墓地の場所を教えてくれた方であ

る。去る五月に加治木で行った遺品の寄贈も、以前堀切さんと君子夫人を訪問した時、伊丹明の魂を郷里の加治

木に帰してやろうと話したのが始まりであった。

十一月六日の土曜日、朝十時半にカルバー墓地で会う約束をし、桐原夫妻は従兄妹が住むアナハイム市から、

堀切薫さんはローズミード市にお住まいの徹兄さんと駆け付けられた。私は約束の時間より少々早めに行き、廻

りを除草し、其々が線香を手向けられるだけの状態にした（後輩としての役目）。すると、それまでパラついて

いだ雨もすっかり止み、伊丹先輩がはるばる加治木から訪ねてくれる人たちを歓迎しているかのようであった○

参会者の六名が其々の思いで線香を手向け瞑目した。伊丹先輩を思う気持ちは皆同じたったのではなかったろ

うか。生存していれば九十四歳になるが、三十九歳での他界は早過ぎた。それも日米の狭間に置かれての自殺で

あった。山崎豊子氏の「二つの祖国」でクローズアップされ、日系人のアメリカでの足跡が知れるところとなっ

たが、一方、夫人の君子さんは本の中で「悪女」に仕立てられ、世を悼って生きて行かねばならなかった。現在

九十の齢になられるが、まだまだ嬰鎌とされている。私とインターネットでメールのやり取りをしている次第で

ある。

暫くその場で伊丹先輩の話をした。誰も彼に会ったことはないが、其々が胸に抱く思いで充分であった。三人

の旅人にとり、一時も頭から離れることのなかった墓参りが終え、ホッとした顔をされていた。蕪さんと桐原ド

クターは、「伊丹さん、また来っでな」との言葉を残し、其々が後ろ髪を引かれる思いで墓地を後にした。郷土

の偉人を称え、こうして墓参りをしてくれる人がいることに嬉しくなる。草葉の陰で伊丹先輩も喜んでいること

であろう。何時しか雨がまた降り出した。それは確実に秋の到来を告げる雨であった。
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地　　　　　区 �取　得　目　的 �依頼元 �取得期間 �平成16年3月31日現在 
面積（証） �金額（簿価）円 

江湖地区公共用地 �下水道終末処理施設用地 �加治木町 �S63．3 �7，483．47 �61，170，096 

黒川岬海浜公園用地 �海浜公園用地 �加治木町 �H元8 �52，541．00 �46，654，521 

須崎地区公共用地 �公共用地 �加治木町 �H2．3－3．12 �153，424．83 �1，971，831，083 

海浜通線・岩原西通線用地残地 �街路用地 �加治木町 �H3．2 �164．00 �1，942，791 

合　　　計 � � � �213，613．30 �2，081，598，491 

平
成
十
六
年
七
月
二
十
日
の
第
二
十
五
回
姶
良
西
部
合
併
協
議
会
を
最
後
に
「
休
会
」
と
な

っ
て
か
ら
約
四
箇
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
ど
う
す
べ
き
な
の
か
検
証
し

て
み
ま
す
。

※
平
成
十
六
年
十
一
月
末
日
現
在
の
状
況
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

四
、
地
方
公
共
団
体
等
の
委
託
に
よ

る
土
地
の
取
得
の
あ
っ
せ
ん
、
調

査
、
測
量
等
の
業
務

∵
　
・

協
議
会
が
休
止
状
態
と
な
っ
た
の

は
、
第
二
十
二
回
姶
良
西
部
合
併
協

議
会
（
平
成
十
六
年
六
月
十
五
日
）

の
席
上
、
姶
良
町
議
会
の
委
員
か
ら

鹿
児
島
県
市
町
村
土
地
開
発
公
社
加

治
木
町
支
社
の
保
有
地
に
つ
い
て
、

「
協
議
会
の
中
で
最
優
先
し
て
協
議

す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
緊
急
動

議
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
で
す
。

そ
の
後
、
七
月
六
日
に
現
地
調
査

（
姶
良
町
議
会
委
員
は
欠
席
）
を
実

施
し
、
同
日
第
二
十
四
回
協
議
会
で

姶
良
町
議
会
委
員
が
、
「
姶
良
町
合

併
問
題
特
別
委
員
会
は
協
議
会
か
ら

の
離
脱
決
議
を
行
っ
た
。
」
旨
の
報

告
を
行
い
、
議
会
委
員
三
名
は
退
席

し
ま
し
た
。
そ
し
て
七
月
二
十
日
の

第
二
十
五
回
協
議
会
で
、
姶
良
町
議

会
議
長
か
ら
、
「
姶
良
西
部
合
併
協

議
会
か
ら
離
脱
す
る
決
議
」
が
協
議

会
に
提
出
さ
れ
、
ま
た
姶
良
町
長
か

ら
は
、
「
現
段
階
で
の
三
町
合
併
は

無
理
。
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
休

会
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り

ます。休
会
に
な
る
ま
で
の
間
、
土
地
開

発
公
社
の
保
有
地
に
関
す
る
加
治
木

町
の
方
針
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、

姶
良
町
は
、
「
加
治
木
町
の
自
助
努

力
な
し
に
新
市
に
委
ね
る
こ
と
は
問

題
で
あ
り
、
新
市
の
財
政
に
大
き
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
」
と

い
う
見
解
で
、
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
姶
良
町
は
八
月

十
六
日
～
二
十
六
日
に
住
民
説
明
会

を
実
施
し
、
そ
の
内
容
は
、
姶
良
町

長
の
「
現
段
階
で
の
三
町
の
合
併
は

無
理
」
、
姶
良
町
議
会
の
「
協
議
会

か
ら
の
離
脱
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
住
民
へ
理
解
を
求
め
る
も
の
で

し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
合
併
特

例
法
で
最
も
恩
恵
を
受
け
る
十
年
間

が
加
治
木
町
土
地
開
発
公
社
の
問
題

解
決
に
追
わ
れ
、
姶
良
町
民
へ
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
確
実
視
さ
れ
る

と
い
う
認
識
で
あ
り
、
加
治
木
町
に

と
っ
て
は
不
本
意
な
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。児

島
県
市
町
村
土
地
開
発
公

社
は
何
を
ず
る
ミ
ー
ろ
塔
の

「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
特
別

法
人
で
、
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
、
県
及
び
市
町
村
か
ら
委
託
を
受

け
、
公
園
・
道
路
・
住
宅
・
学
校

・
そ
の
他
の
公
共
施
設
等
の
用
地

取
得
、
造
成
、
管
理
及
び
処
分

（
公
有
地
取
得
事
業
）

二
、
前
項
の
業
務
に
附
帯
す
る
調
査
、

測
量
お
よ
び
設
計
等
の
業
務
及
び

事
業
の
実
施
と
併
せ
、
造
成
及
び

公
共
施
設
の
整
備
事
業

三
、
工
業
団
地
、
流
通
業
務
団
地
、

住
宅
用
地
、
事
務
所
、
店
舗
等
用

地
の
土
地
の
取
得
、
造
成
及
び
分

一
袋

三
一
ロ

加
治
木
町
が
鹿
児
島
県
市
町
村
土

地
開
発
公
社
加
治
木
町
支
社
へ
取
得

依
頼
し
た
土
地
の
処
理
に
つ
い
て
、

姶
良
町
は
「
加
治
木
町
が
設
定
し
た

土
地
の
取
得
期
間
内
に
土
地
開
発
公

社
か
ら
買
取
を
せ
ず
、
債
務
負
担
行

為
も
設
定
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
問

題
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
は
、

加
治
木
町
の
債
務
保
証
に
よ
り
、
加

治
木
町
支
社
が
借
り
入
れ
て
購
入
し

た
も
の
　
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一

日
現
在
、
借
入
れ
残
十
九
億
三
千
七

百
万
円
）
　
で
、
内
訳
は
表
①
の
と
お

り
で
す
。

特
に
姶
良
町
は
、
須
崎
地
区
公
共

用
地
に
つ
い
て
は
用
地
を
活
用
す
る

の
に
三
十
六
億
円
の
排
水
対
策
が
必

要
で
あ
り
、
事
業
導
入
に
は
財
政
的

な
問
題
と
し
て
、
新
市
の
財
政
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
指
摘
し
て
い

ます。
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土地の件数 ���保有面積（亜） 

公有地 �プロ／ト �計 �公有地 �プロパー �計 

姶良町 �4 �11 �15 �2，331．82 �103，522．24 �105，854．06 

蒲生町 �2 �11 �13 �1，514．47 �24，182．88 �25，697．35 

金額（簿価）（円） 

公有地 �プロパー �計 

姶良町 �147，586，543 �2，241，462，887 �2，389，049，430 

蒲生町 �16，721，518 �275，084，760 �291，806，278 

須
崎
地
区
公
共
用
地
に
つ
い
て
は

契
約
ど
お
り
加
治
木
町
が
土
地
開
発

公
社
か
ら
買
取
り
を
し
て
い
な
い
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
反
省
す
べ
き
点
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
買
取
り
が
で
き
な
か
っ

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。
須
崎
地
区
公

共
用
地
は
、
平
成
元
年
十
二
月
、
平

成
二
年
二
月
及
び
五
月
に
加
治
木
町

が
土
地
開
発
公
社
に
委
託
し
、
公
共

用
地
と
し
て
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
江
湖
地
区
公
共
用
地
と
一
体
的

に
開
発
す
べ
く
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ

中
核
施
設
の
誘
致
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
鹿
児
島
県
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
影
響
を
受
け
、
現
在
ま
で

実
現
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
間
、
県
知
事
へ
の
陳
情
活
動

も
積
極
的
に
実
施
し
、
ま
た
平
成
十

二
年
十
二
月
に
は
鹿
児
島
県
自
動
車

学
校
用
地
と
し
て
一
部
を
処
分
し
、

平
成
十
三
年
度
に
は
、
鹿
児
島
県
警

察
学
校
の
誘
致
も
図
り
ま
し
た
が
残

念
な
が
ら
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
県
の
情
勢
等
に
よ
り
具

体
的
な
事
業
決
定
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
債
務
負
担
行
為
も
設
定
で
き

な
か
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
加
治
木
町
、
姶

良
町
の
錦
江
湾
沿
い
に
広
大
な
土
地

が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
は
須
崎
地
区

公
共
用
地
し
か
な
く
、
将
来
に
渡
っ

て
有
効
利
用
で
き
る
貴
重
な
土
地
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
排
水
対
策
費
用
が
三
十
六

億
円
と
い
う
の
は
、
網
掛
川
右
岸
、

別
府
川
左
岸
、
国
道
十
号
以
南
の
約

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
の
エ
リ
ア
に
、

二
十
年
に
一
回
の
確
率
で
発
生
す
る

豪
雨
に
よ
る
内
水
災
害
に
対
応
で
き

る
施
設
の
整
備
を
想
定
し
た
場
合
の

事
業
費
で
す
。
須
崎
地
区
の
面
積
は

約
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
内
水
対
策

工
法
も
調
整
池
な
ど
の
五
方
式
が
計

画
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
経
費

の
少
な
い
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

須
崎
地
区
の
公
共
用
地
は
広
大
な

面
積
を
持
ち
、
極
め
て
将
来
的
に
活

用
で
き
る
有
効
な
土
地
で
あ
り
、
財

政
的
に
負
担
の
少
な
い
事
業
導
入
も

十
分
可
能
で
す
。
協
議
会
の
中
で
も

こ
の
こ
と
は
十
分
説
明
し
た
の
で
す

が
、
姶
良
町
の
理
解
は
得
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
方
、
蒲
生
町
は
「
こ

の
土
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
市

で
協
議
し
た
ら
ど
う
か
。
」
と
い
う

意
見
で
す
。

蒲
生
町
や
姶
良
町
の
土
地
開
発
公

も
保
有
地
が
あ
り
ま
す
。
概
要
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

て
魅
力
あ
る
事
業
を
導
入
す
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
に
負

担
を
か
け
ず
魅
力
的
な
事
業
は
何
が

あ
る
の
か
、
町
で
は
総
力
を
あ
げ
て

排
水
対
策
を
含
め
た
開
発
の
事
前
調

査
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
総
合
運
動
公
園
的
な
多

目
的
広
場
や
、
場
所
に
よ
っ
て
は
企

業
誘
致
な
ど
構
想
と
し
て
持
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
住
民
や
議
会
と
の
協

議
を
す
る
中
で
決
定
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
に

お
い
て
も
有
効
な
土
地
利
用
が
で
き

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
事
業
導
入
の

提
言
を
ま
と
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

合
併
協
議
で
は
、
平
成
十
七
年
二

月
十
四
日
を
合
併
の
目
標
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
合
併
前
に
加
治
木
町

単
独
で
開
発
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に

も
時
間
が
短
す
ぎ
る
こ
と
、
よ
り
広

域
的
な
視
点
で
事
業
導
入
を
考
え
た

ほ
う
が
よ
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
事

業
導
入
に
つ
い
て
は
新
市
に
お
い
て

決
定
し
た
ら
ど
う
か
を
提
言
し
た
と

こ
ろ
で
す
。ね

か
ら
の
合
併
協
議
会

は
き
う
跨
る
の
？

体
的
ほ
、
蜜
の
よ
う
塔
打
開

策
を
考
－
き
い
る
の
で
事
か

合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
、
須
崎

地
区
の
公
共
用
地
に
は
住
民
に
と
っ

そ
も
そ
も
合
併
協
議
会
は
、
合
併

の
是
非
を
含
め
て
協
議
す
る
組
織
で

す
。
当
然
、
構
成
町
間
の
事
務
事
業

の
す
り
合
せ
の
段
階
で
、
調
整
が
難

し
い
こ
と
が
生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
土
地
開
発
公

社
の
件
が
こ
の
例
に
あ
た
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

姶
良
西
部
合
併
協
議
会
会
議
運
営

規
定
の
第
二
条
第
二
項
で
は
、
「
会

議
の
運
営
に
際
し
て
は
、
住
民
の
意

見
の
反
映
と
公
平
で
公
正
な
協
議
の

推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
と

定
め
て
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ど
の

よ
う
な
結
果
に
な
ろ
う
と
も
十
分
な

協
議
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
前
提
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
姶

良
町
議
会
が
協
議
会
に
出
席
し
な
い

意
思
表
示
を
し
た
こ
と
と
、
会
長
で

あ
る
姶
良
町
長
が
協
議
会
の
招
集
を

か
け
ず
放
置
し
て
い
る
点
が
極
め
て

大
き
な
問
題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
八
月
三
日
に
蒲

生
町
議
会
全
員
協
議
会
が
、
十
月
二

十
一
日
に
加
治
木
町
長
・
加
治
木
町

議
会
議
長
が
協
議
会
の
再
開
を
求
め

る
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
加
治
木
町
観
光
協
会
や
住
民
か
ら

も
、
同
じ
内
容
の
陳
情
書
が
数
件
出

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
向
に
協

議
会
を
招
集
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
姶
良
町
議
会
は
正
式
に
協

議
会
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
て
い
ま

す
が
、
姶
良
町
長
は
「
住
民
説
明
会

で
の
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
離
脱

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
い
。
」

と
説
明
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

い
ま
だ
に
そ
の
判
断
も
せ
ず
に
放
置

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
姶
良
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西
部
合
併
協
議
会
は
宙
に
浮
い
た
状

態
が
続
き
、
協
議
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。

本
来
の
協
議
の
進
め
方
は
、
ま
ず

協
議
会
を
再
開
し
、
加
治
木
町
の
土

地
開
発
公
社
の
保
有
地
の
件
に
つ
い

て
十
分
協
議
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
今
後
の
協
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
決
定
し
て
い
く
こ
と
な
の
で

す。
姶
良
町
で
は
住
民
投
票
の
動
き
も

あ
り
、
こ
の
こ
と
も
三
町
の
合
併
を

左
右
す
る
ひ
と
つ
の
判
断
材
料
に
も

な
り
ま
す
が
、
協
議
会
を
再
開
す
る

こ
と
が
絶
対
条
件
に
な
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
会
長
に
は
極

め
て
大
き
な
責
任
が
あ
る
の
で
す
。

合
併
は
、
お
互
い
の
町
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
新
市
に
お
い
て

ど
う
解
決
し
て
い
け
る
の
か
、
住
民

に
と
っ
て
「
合
併
し
て
よ
か
っ
だ
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
の
か
を
積
極
的
に
協
議
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
基
本
的
な
理
念
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。

加
治
木
町
と
し
て
は
、
「
三
町
の

枠
組
み
」
を
堅
持
す
る
方
針
で
進
め

て
い
ま
す
が
、
協
議
会
が
再
開
さ
れ

な
い
状
況
の
中
で
は
動
き
が
と
れ
な

い
状
況
に
あ
る
の
で
す
。

合
併
特
例
債
（
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
県
知
事
に
申
請
し

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

合
併
す
る
こ
と
が
条
件
）
　
が
適
用
さ

れ
る
合
併
は
、
今
の
協
議
会
の
状
況

か
ら
し
て
時
間
的
に
極
め
て
難
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市

町
村
合
併
は
特
例
億
を
あ
て
に
で
き

な
い
合
併
に
な
り
ま
す
。

詔
固
極
閲
麗
駆
閉
脚
歴
閲

催
し
跨
が
っ
た
与
、
加
治

本
町
望
「
後
奮
う
す
る
の

囲
閣
靂
薩

圃

圏

国
で
は
「
三
位
一
体
改
革
」
　
の
中

で
国
庫
補
助
金
の
削
減
、
地
方
交
付

税
の
減
額
、
税
源
委
譲
に
つ
い
て
論

議
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
は
合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
地

方
自
治
体
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

合
併
し
た
場
合
に
比
べ
て
、
国
か
ら

の
各
種
制
度
（
地
方
交
付
税
の
算
定

の
特
例
な
ど
）
　
に
差
異
が
生
じ
て
き

ます。こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は

効
率
的
な
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
な

け
れ
ば
乗
り
越
え
て
い
け
な
い
時
代

に
突
入
し
ま
す
。
加
治
木
町
に
と
っ

て
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
行
財
政

基
盤
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
「
行
政
改
革
」
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
の
状
況
を
ど

う
乗
り
切
っ
て
い
く
の
か
、
住
民
の

皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
で
す
。

加
治
木
町
は
「
公
営
住
宅
再
生
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て
、
新
富

住
宅
の
建
替
事
業
を
計
画
し
、
合
併

後
の
新
市
計
画
に
登
載
し
、
平
成
十

六
年
度
の
当
初
予
算
に
実
施
設
計
の

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
新
富
住
宅
入
居
者
の

移
転
先
と
し
て
予
定
し
て
い
た
春
日

・
黒
川
住
宅
の
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
屋
根
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
落
下
・
爆
裂
等
が
見
ら
れ
、
緊
急

に
耐
力
度
調
査
を
二
月
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
春
日
住
宅

で
は
二
十
六
棟
の
う
ち
四
棟
は
至
急

退
去
、
十
六
棟
は
相
当
の
補
強
工
事

が
必
要
。
黒
川
住
宅
で
は
十
五
棟
の

う
ち
一
棟
は
至
急
退
去
、
六
棟
は
相

当
の
補
強
工
事
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
三
月
中
に
至
急
退
去
の

診
断
が
出
た
棟
の
入
居
者
に
は
、
他

の
住
宅
に
転
居
を
お
願
い
し
完
了
し

ま
し
た
。

町
で
は
、
補
強
工
事
を
す
る
に
し

て
も
建
替
事
業
を
実
施
す
る
に
し
て

も
、
春
日
住
宅
の
七
十
八
戸
、
黒
川

住
宅
の
四
十
四
戸
の
入
居
者
が
、
一

度
に
退
去
す
る
こ
と
は
町
営
住
宅
や

民
間
住
宅
の
空
屋
状
況
か
ら
し
て
物

理
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、

同
じ
団
地
内
で
棟
ご
と
の
建
替
え
を

行
い
な
が
ら
、
短
期
間
の
中
で
転
居

さ
せ
る
方
法
を
選
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
を
目
前
に
し
て
新
た

な
財
源
が
伴
う
事
業
は
起
こ
さ
な
い

こ
と
が
合
併
の
前
提
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
営
住
宅
の
家
賃
対
策
補
助
の

対
象
と
な
る
「
借
上
型
公
営
住
宅
」

を
検
討
し
、
三
月
九
日
の
合
併
協
議

会
の
建
築
・
住
宅
分
科
会
に
提
案
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
加
治
木
町
の
公

営
住
宅
建
設
事
業
と
し
て
、
新
富
住

宅
に
春
日
住
宅
、
黒
川
住
宅
が
追
加

さ
れ
、
四
月
二
十
八
日
、
合
併
協
議

会
事
務
局
か
ら
建
設
部
会
に
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
合
併
協
議
会
事
務
局
長

か
ら
春
日
住
宅
、
黒
川
住
宅
の
建
設

は
、
合
併
前
の
駆
け
込
み
と
言
う
意

見
が
あ
る
の
で
、
姶
良
・
蒲
生
両
町

の
町
長
等
に
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と

か
ら
、
五
月
二
十
七
日
に
両
町
長
が

現
地
調
査
を
実
施
し
、
姶
良
町
長
に

は
現
地
調
査
終
了
後
、
借
上
住
宅
の

財
源
的
な
内
容
を
含
め
説
明
し
ま
し

た。

こ
の
現
地
調
査
で

▽
蒲
生
町
長
…
・
・
国
の
補
助
事
業
が

採
択
に
な
れ
ば
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
緊
急
性

は
理
解
す
る
。

▽
姶
良
町
長
…
：
緊
急
性
は
認
め
る

が
、
新
市
の
実
施
計
画
の
中
で
加
治

木
町
全
体
で
百
の
計
画
が
百
十
に
な

る
の
は
了
解
で
き
な
い
の
で
、
百
～

百
三
に
収
ま
る
よ
う
計
画
し
て
く
だ

さい。
▽
加
治
木
町
…
‥
す
で
に
新
市
の
計

画
に
上
げ
て
あ
る
新
富
住
宅
の
建
替

え
は
先
送
り
し
、
百
の
計
画
内
で
事

業
を
実
施
す
る
。
こ
の
二
住
宅
に
つ

い
て
は
、
平
成
八
年
に
調
査
を
実
施

し
軽
微
な
補
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
回
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
は
、
日
常
の
点
検
不
足
で
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今回の公営住宅建替事業は、建物は民間事業者が建設しそれを町が15年間借り上げるとし、う「PFI（民 

問資金等の活用）方式」を取り入れた「借上型公営住宅」とすることとしましたo 

この「PFI方式」は、従来は町が直接建設及び管理していた公共施設整備などの公共サービスを民間の 

資金、経営能力及び技術的能力を活用して、建設、維持管理及び運営することにより、効率的かつ効果的に 

実施するとし、うものであります。 

さら（こ、「借上型公営住宅」は、民間事業者等が建設した住宅を町が借り上げて公営住宅として使用すると 

いうものです。 

今回は、入居者の安全を最優先すること、総事業費の軽減と財政支出の平準化が図られること、国庫補助 

金（家賃対策補助）及び交付税等が見込めることにより町学費の持ち出しがこれまでの事業とほぼ同じであ 

ること等の理由から、このような方式としました。 

2団地の建替えに要する住宅の建築費約13億円については民間事業者が負担し、町はその住宅を借りて家 

賃を15年間支払うものであり、その家賃についてはそれに見合う収入が予定されていますoさらに、建築費 

以外の外構工事費約2億円につし、ては、これまでに実施した公営住宅建替事業と同様に国庫補助及び交付税 

等を見込んでしヽます。 

本事業につきましては、今年の5月針目に姶良町長及び蒲生町長と協議したとお引こ進行していますo 

団地ごとの内容は次のとおりです。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔 

〔 項　目　　　春日住宅　　　　黒川住宅 

16年度：34戸　　　　　　　　　　16年度：10戸 

建設（借上）戸数　… 
17年度：42戸　計76戸　　　　　　17年度：38戸　計48戸 

構　　　　造！鉄筋コンクリート造　2階建て　　三　鉄骨造　2階建て 

，住戸内床面積：約54品　　　　　　　　　　　吊勺54品 

事　　業　　者「弓場建設㈱（鹿児島市）　　　i佑）大和（加治木町） 

i借　上料　金；一戸当たり月額6万円　　　　‾戸当た。月額5万8千円 

…借　上　期　間　…15年間　　　　　　　　　　　　15年間 

ri＿一一一、一一一＿一＿「一一一一一一丁一一十一一一一一一一〔－←一一㌧」－LJへ一一、－－←一一一一一一一一一一一一一rLJl一一一1－－－1「→一一「一一一一一m一m一一一一一［一一rrL一子喜一」－1一一［一一一〇で1、一一一一一一「一一一一「→－」1m一十一一一一m一一一一一一－－－一一一一一一一」後一一一m‾‾‾‾‾‾‾‾ 

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
借
上
住

宅
に
係
る
経
費
は
、
十
五
年
間
で
約

十
三
億
二
千
万
円
で
あ
る
が
、
家
賃

収
入
及
び
国
の
家
賃
対
策
補
助
で
、

約
八
億
五
千
万
円
が
見
込
ま
れ
、
残

り
の
約
四
億
九
千
万
円
は
、
交
付
税

等
で
持
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
交
付
税
が
減
額
さ
れ

る
よ
う
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
見
合
う
だ

け
実
施
計
画
か
ら
削
減
す
る
。

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
姶
良
町
長
は

住
宅
建
設
の
緊
急
性
及
び
借
上
住
宅

の
財
源
問
題
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
合
併
協
議
会
の
中
で
、
姶
良

町
議
会
の
委
員
か
ら
、
「
加
治
木
町

は
合
併
前
の
駆
け
込
み
で
住
宅
を
建

設
し
て
い
る
。
」
と
の
意
見
に
対
し

協
議
会
長
（
姶
良
町
長
）
と
し
て
説

明
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
住
宅
建
設
に
つ
い
て
、
加

治
木
町
の
日
常
の
点
検
不
足
で
あ
っ

た
こ
と
は
十
分
反
省
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
で
合
併
目
前
の
こ
の
時
期

に
、
緊
急
か
つ
重
要
な
問
題
を
先
送

り
せ
ず
敢
え
て
事
業
提
案
し
た
の
は

入
居
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
考

え
た
か
ら
で
あ
り
、
何
ら
合
併
前
の

駆
け
込
み
で
春
日
住
宅
・
黒
川
住
宅

の
優
先
順
位
を
上
げ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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平成17年度保育所入所案内
町内の保育所では、平成17年度の園児を募集します。

◆申込用紙

◆受付期間

◆提出場所

役場保険生活課及び各保育所で受け取れます。

平成17年1月11日（火）から1月31日（月）まで。

役場保険生活課生活児童係

◆入所基準
・昼間に居宅外で常勤の仕事に就いていること。

・昼間に居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の仕事に常勤で就いていること。

・妊娠中又は出産後間がない方（産前6週、産後8週）

・疾病にかかり又は負傷し、若しくは精神又は身体に障害を有している方

・同居の親族を常時介護している方

・震災、風水害、火災、その他の災害の復旧にあたっている方

※現在、保育所に入所している方で、引き続き入所希望の方も申込書を提出してくださ

い。

保　育　所　名 �定員（人） �住　　　　所 �電話番号 

加　治　木　保　育　所 �60 �諏訪町185－2 �6　2－2　5　6　0 

小　山　田　保　育　所 �60 �小山田1386 �6　2－2　719 

川　　　野　保　育　所 �90 �木田757 �6　2－2　6　7　7 

高　井　田　保　育　園 �60 �木田4872－2 �6　3－5　04　3 

実　窓　寺　保　育　園 �60 �木田3453－7 �6　3－1914 

か　ず　み　保　育　園 �60 �反土1420－1 �6　2－0　6　5　7 

問い合わせ先　役場保険生活課　生活児童係　血62－2111（内線132）

一平成17年度町立幼稚園入園願書受付

平成17年度町立幼稚園の入園願書を受け付けます。

◆入園願書　12月15日（水）以降、各町立幼稚園及び教育委員会で受け取れます。

◆受付期間　　平成17年1月4日（火）一1月14日（金）の午前9時～午後4時

ただし、8日（土）～10日（月）は除きます。

◆提出場所
・加治木幼稚園（仮屋町251　TEL62－2502）

・錦江幼稚園　（木田171－2　　TEL63－2038）

◆募集園児数
・加治木幼稚園…・5歳児（1年保育）若干名

4歳児（2年保育）35名×2学級
・錦江幼稚園…　‥5歳児（1年保育）若干名

4歳児（2年保育）35名×1学級

◆応募資格

町内に居住し、昼間家庭に保護者等がいる4歳児と5歳児。

＜4歳児＞平成12年4月2日から平成13年4月1日までの出生児

＜5歳児＞平成11年4月2日から平成12年4月1日までの出生児

◆その他

各町立幼稚園で平成17年1月17日（月）に抽選と入園説明会を行います。

問い合わせ先　教育委員会学校教育課　血62－2111（内線341）

園圃回国

園困圏幅

蘭聾

餓
峨
蕾
イ
シ
フ
蘭
書
1
シ
a
シ
情
報



「お知らせ」が電話で開けます。

◆年末年始の曹某日のお知らせ◆
＼－＼、月日i 施設－、 　＼＼ �12月 ������1月 

26日 �27日 �28日 �29日 �30日 �31日 �1日 �2日 �3日 �4日 �5日 
（日） �（月） �（火） �（水） �（木） �（金） �（土） �（日） �（月） �（火） �（水） 

加　音　ホ　ー　ル �○ �○ �● �● �● �● �● �● �● �● �○ 

椋鳩十文学記念館 �○ �● �● �● �● �● �● �● �● �● �○ 

ふれあい物産館 �○ �○ �○ �○ �○ �● �● �○ �○ �○ �○ 

龍　Fl滝　温　泉 �○ �● �○ �○ �○ �○ 1割寺まで �○ 18時まで �○ 18時まで �○ 18時まで �● �○ 

さえずりの森 �○ �● �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �○ 

トレーニングセンター �○ �● �i 　○ �○ �○ �● �● �● �● �○ �○ 

図書館・郷土館 �○ �● �○ �● �● �● �● �● �● �○ �○ 

陶　夢　ラ　ン　ド �○ �● �● �● �● �● �● �● �● �● �○ 

役　　　　　　場 �● �○ �○ �● �● �● �● �● �● �○ �○ 

婚姻・出生・死亡の届出は、12月29日～1月3日は宿直室で受け付けます。 

口
座
振
替
の
方
法
で
町
税
、
住
宅

使
用
料
、
保
育
料
等
の
公
共
料
金
を

納
付
さ
れ
て
い
る
方
に
は
「
口
座
振

替
済
通
知
書
」
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
が
、
来
年
四
月
か
ら
こ
の
通
知
書

を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
を
御
利
用
の
方
は
、
公

共
料
金
等
の
振
替
が
な
さ
れ
て
い
る

か
、
御
自
分
の
預
・
貯
金
通
帳
を
記

帳
し
て
御
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
会
計
課

皿
（
壁
2
1
1
1
内
線
1
1
2

悶
閏
圏

つ
つ
が
虫
病
は
、
草
む
ら
や
草
木

の
よ
く
繁
っ
た
場
所
で
ツ
ツ
ガ
ム
シ

に
刺
さ
れ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
1
0

月
か
ら
1
月
に
か
け
て
多
発
し
、
ま

れ
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

⑧
予
防
方
法

①
山
林
や
畑
に
立
ち
入
る
場
合
は
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
等
を
着
用
す
る
。

②
上
着
等
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、

草
む
ら
で
横
に
な
っ
た
り
し
な
い
。

③
野
山
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
早
目

に
風
呂
に
入
り
身
体
を
よ
く
洗
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

皿
0
9
9
（
2
8
6
）
2
1
1
4

「
健
康
か
ご
し
ま
2
1
」
隼
人
・
加

治
木
保
健
所
管
内
地
域
推
進
協
議
会

で
は
、
「
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ

く
り
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

⑥
温
泉
の
効
果

健
康
増
進
、
疲
労
回
復

・
冷
え
性
、
不
眠
、
夜
の
頻
尿
改
善

・
高
血
圧
の
血
圧
降
下
作
用
等

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
保
健
所

Ⅲ
　
（
6
3
）
8
2
4
6

○
受
付
締
切

平
成
1
7
年
1
月
日
日
（
火
）
必
着

○
応
募
資
格
　
昭
和
6
3
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
中
学
校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
。

○
試
験
日

平
成
1
7
年
1
月
1
5
日
（
土
）

○
試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
理
科
、

社
会
、
英
語
、
作
文

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
国
分
募
集
事
務
所

皿
　
（
4
5
）
1
8
3
6

破
産
手
続
を
定
め
た
改
正
破
産
法

が
平
成
1
6
年
5
月
2
5
日
に
成
立
し
ま

し
た
。
手
続
の
迅
速
化
と
合
理
化
、

個
人
の
破
産
・
免
責
手
続
の
見
直
し

が
改
正
の
大
き
な
柱
で
す
。
詳
し
く

は
裁
判
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
家
庭
裁
判
所

皿

0

9

9

（

2

2

2

）

1

1

2

1

平
成
1
7
年
3
月
高
校
卒
業
予
定
者

で
、
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
に
応
募

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
「
高
校
生

の
た
め
の
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
優
秀
な
人
材

を
求
め
る
事
業
主
皆
様
の
多
数
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
日
時
　
平
成
1
7
年
1
月
2
1
日
（
金
）

1
3
時
5
0
分
～
1
6
時
0
0
分

○
場
所
　
ホ
テ
ル
京
セ
ラ

○
受
付
締
切

平
成
1
7
年
1
月
7
日
（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

国
分
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
係

Ⅲ
　
（
坐
5
3
1
1
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図四回霊園
ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。

男費共同参画
「DV（親しい間柄からの暴力）を話さない社会づくりを！」 

11月20日（土）かごしま県民交流センターで「女性に対する暴力の問題に関する講演会・シンポジウム」 

が開催されました。基調講演は「DVを許さない社会づくりのために」～「夫婦の問題」から「社会の問 

題」～と題して武井内科クリニック院長・こころのサポートアミ代表の武井美智子先生でした。 

昔から暴力は強者が弱者を支配する手段でした。今、なぐる蹴るなどの身体的暴力だけでなく、脅しや怯 

えさせるような態度・子どもの前での暴力・社会から隔離し服従させるなどの精神的暴力（すべてDV）が 

深刻です。その背景には、ジェンダー（社会的・文化的に作 �られた性差）にしはられた生き方を変えられな 
かったり、暴力の世代間連鎖や、逃げられない女性の状況などがあり深刻です。さらに、DVへの法の対応 

や援助の方法など、DVを許さない社会づくりを！と講演されました。 

また、シンポジウムでは、丸尾直樹母子生活支援施設千草寮寮長が、民間の立場で「命が危ない女性」を 

保護して下さっている緊迫した状況を、岩元修一県警生活安全企画課長が、DV防止法以降認知されてわ 

かってきたDVの実態を、堀之内保隆県青少年男女共同参画課長がひとりで悩まないで婦人相談所等の一時 

保護の利用を、武井先生は、相談の場で二次被害を起こさないように「あなたは悪くない」といってあげら 

れる研修を！とそれぞれの立場から発言。コーディネーターのたもつゆかりさんが、『DV肪止は、条約で 

女性に対するあらゆる暴力の撤廃を確認し、県条例でも禁止し、きわめて急ぎの取り組みなのに、未だ困難 

な状況なのは社会の中の性別役割分業があるから。DVを許さない空気作りをしてよき隣人になij、市町村 

における体制の整備を図。・二次被害の現実を受け止め・絶UV聾重器繋藷葉栗一丁、 課業警震嵩諾謹書昔謹詩誌宝器88表書輩警主は 

を！　DVをふるわれていい理由などないし、DVをふるわ 

れていい人などいない。』とまとめられました。 

I 

男女共同参画相談室　鹿児島県男女共同参画センター �／」、、i「‘ －襲護曝露 　　　吉事 
電話・面接・法律・心と体の健康相談 

専用電話　099－221－6630／6631（休みは月曜） 

「男女共同参画il一ダー養成講座」実施中． 10月19日、福祉センターで「男女共同参画社会基本法 のめざすもの」と題して県青少年男女共同参画係長の印 南百合子氏が講演。参加者は熱い思いに感激し、討論し ました。 11月16日は県男女共同参画アドバイザーのたもつゆか り氏が「男女共同参画による豊かな地域づくりのため に」と題して講演。自分でできることは自分で（自助）、 地域ではサービス交換で（共助）、それでもできないも のを行政で（公助）と話され、質疑も活発でした。12月 20日も開催します。 �リーダー養成講座11／16 闘詞・一・i 

※11月2日、高井田保育園で男女共同参画に関する加治木町保育所職員研修会があり、69名 
の方々が熱心に研修されました。皆様の職場やグループにも伺しヽます。利用してみませんか。 

問い合わせ先　　総務課　男女共同参画係　℡62－2111（内線281） 
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「お知らせ」が電話で開けます。i王宮㌣∵雪上

予踊 � 

1 1 �・享 　　　　　、ヽ 

謹聴溺 �（ 

瞳二° ���1継4’ ヽ＼ 　買 
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；ヽ∴ 章、‾“－ 

●霊草 ヽ「、 “寸言i 擁・： ��▲　予 ．4㌔‘l諮一一 手∴う、1°● l 

平成16年度　河川・水路のホ質調査結果
町では、毎年夏と冬に河川及び水路等の水質調査実施していますが、8月の調査結果をお知らせします。

※BOD（生物化学的酸素要求量）とは、水中の有機物が好気性微生物により分解されるときに消費さ

れる酸素の量のこと。数値が大きいほど水が汚れていることを示し、次の9地点が環境基準値の2・Omg／／／／1

を超えています。

（調査日：8月10日）

調　査　地　点 �BOD数値（mg／1） 
16年度 �15年度 

1 �上浜排水路 �23 �25 

2 �豊町警察宿舎前排水路 �19 �26 

3 �須崎別府川流出口 �26 �17 

4 �塩入川 �16 �1．0 

5 �下浜排水路 �16 �34 

6 �垂之口川桜橋 �14 �6．4 

7 �黒川下流 �3．4 �4．1 

8 �垂之口川JR線路下 �6．7 �7．0 

9 �別府用事水流出口 �4．8 �2．2 

′
流しの三角コーナー
や排水口に水切り袋
をつけ、調理くずな

どを流さないように
しましょう。

2．
台所のゴミは、土に
埋めるなど堆肥とし
て使いましょう。

事．
米のとき汁は植木に
かけるなどしましょ
う。

色．
使い古しの天ぷら油は水
に流さず、新聞紙などで

吸い取ってゴミとして

出しましょう。

洗手捌き適正量使い、使いすぎのない

ようにしましょう。

lliや海の汚れの原因の7割は、家庭の台所・洗濯・風呂などから排水される生活雑排水です。

きれいな海やIIIを次の世代に残すため、一人ひと‘）ができることから始めましょう。

蹟
競
趨
圭
7
－
隷
霞
鯵
の

強
電
凝
塵
甲
忠
霊
需

加
治
本
町
衛
生
協
会

町
衛
生
協
会
は
十
月
十
三
日
、
生

活
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
小

山
田
地
区
と
日
木
山
地
区
の
資
源
物

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
点
検
し
ま
し
た
。

入
念
に
点
検
し
た
結
果
、
自
治
会

に
よ
っ
て
整
理
状
況
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
後
の
検
討
会
で
、

「
全
体
的
に
良
好
だ
が
、
ま
だ
分
別

が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
な
い
。
」
「
分

別
指
導
員
の
立
会
い
や
当
番
制
で
改

善
さ
れ
る
の
で
は
。
」
「
分
別
指
導
員

の
講
習
会
を
開
催
し
ょ
う
。
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
毛
上
、
麓
、
茶
碗
屋
、
加

治
木
龍
門
、
伊
部
野
の
各
自
治
会
の

取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

圏
旧
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柁蝦小学校では
1日の霧島九両太鼓の鑑賞会を皮切りに、浦

野明子さんの講演会、食に関する授業、学校評

議員との交流給食、わかば読書会による緑陰読

書、お笑いコンビを招いてのエネルギー教室、

最後はP TAバザーで締めくくりました。期間

中約960名の参観者があり、感謝しています。

－“　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇〇　〇　〇〇　°　〇　〇〇　〇〇　〇〇　°

；竜門小学校では
i

i

i

〃

I

l

“

1

°

1

1

1

ヽ

，隷難田淵 

照一∴　　∴ヾ∴ 

地域のお年

寄りを学校に

お招きし、い

っしょに給食

をいただきま

した。

了‾‾”‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾“一°”““““”‾”“”置、

；加治木幼稚園では　　　　　：
“　原体験に乏しい子ともたちに、自然体験学習；

；を実施しました。かじっこ農園で、「いも掘り；

；大会」「煩いも大会」を、一人一鉢では「はつI
l　か大根の種まき」をしました。多くの保護者の　t

，参観と、未就学児の親たちも参加し、にぎやか；

；な催しとなりました。ほかに「国際交流体験」l

i　も実施しました。　　　　　　　　　；
を一一°””“”〃”〇〇°”〇°一一一°“”“一一一一一°一一一◆

閏昌

◆●”“一一一一一”－”“一〇一”一〇°””“””“一°一一°－ヽヽ

；錦江小学校では　　　　　i
i　今年は、他校の保護者の参観もあり、昨年度；
〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

I　の2倍くらいの参観者がありました。授業の見1

；方等視点をもって参観する方が、えてきたよう；

i　に思います。「元気のいい子どもが多いです；

！ね」という感想が寄せられています。　　　j
ヽ一〇°”“○○””－”〇〇〇°〇〇〇一°”“〇°”“”一一°－◆

永原小学校では
高齢者の方々とのふれあい授業、ふれあい給

食を実施しました。3・4年生は、昔の遊びを

教わり、興味深く竹馬作りやお手玉などに挑戦

しました。その後、全校児童とお年寄りで給食

をいただき、心の交流を深めました。ほかに、

英語活動や親子読書会も実施しました。

；加治木中学校では
」」′→・●－ 　∴ � 

▼　ヽ、－i　l、： 　　　　（ �蓋 

ヽ

各

日

多くの参観1

着があった1

文化祭とP i

TAのバザ1

－を実施し1

ました。　；

錦江幼稚園
では
農園で育てたお

いもをお母さんた

ちといっしょに焼

いて食べました。

基礎・基本定着度調査を実施します。
学校で学習する基礎的・基本的な内容のう

ち、「読み・書き・計算」等の基礎学力につ
いて．県内すべての学校を対象に学力の調査

を実施する。

同時に，学習に関する関心・意欲・態度等
についても調査する。

画室実施日i平成17年1月17日～21日

匡同室対象司　県内全ての学校

小学校5年生　国社算理

中学校1年生　国社算理英

中学校2年生　国社算理英

先月号の記事中、川常兼幸先生とあるのは用事兼孝先生の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
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「お知らせ」が電話で開けます。

第39回帥潅木町小学校陸上記録会成績

17

日

8種目に挑戦
小学枚陸上記録会

i麟i � 

む　　　　　　　　　　　　’／一々もiY 

′　　　　　　＼　回書 
櫨ヰェニー／　　　獲れ 

元気よく選手宣誓

一 重 �・’・閲 � ���� 

－l 

発頭i‾（芝媛l ≡碁‥キi幸三－ �� �篭 �∴一騎、！∴「 �饗 �1 

巨星雪国 ��iii軍国！！！！葵 ����・－－一　一　－ 

種　　目　i学　年！氏　　名 ���学校名 �語　　録 

1　0　0　m　走 �5年男子 �榎　薗　太　郎 �竜　門　小 �15秒4 

5年女子 �鮫　島　光　世 �加治木小 �16秒3 

6年男子 �福　留　　　陽 �柁　城　小 �14秒5 

6年女子 �桑　原　由　衣 �竜　門　小 �15秒9 
白　尾　百合恵 �錦　江　小 

8　0　0　m　走 �5年女子 �中　島　みのり �加治木小 �2分54秒3 
6年女子 �内　村　未　咲 �柁　城　中 �2分57秒1 3分34秒3 

10　0　0　m　走 �5年男子 �池　上　正　瑛 �柁　城　小 
6年男子 �上　畑　恭　仁 �加治木小 �3分25秒9 

60　m　障　害　走 �6年男子 �増　田　裕　太 �加治木小 �9秒9 
6年女子 �稲　葉　成　美 �錦　江　小 �11秒6 

走　り　幅　跳　び �5年男子 �奥　　　将　大 �錦　江　小 �3m82cm 
5年女子 �口　高　梨　沙 �錦　江　小 �3m39cm 

6年男子 �藤　野　大　輝 �加治木小 �4m13cm 

6年女子 �本中野　美　穂 �柁　城　小 �3m49cm 

走　り　高　跳　び �5年男子 �茶　屋　智　之 �加治木小 �lmlOcm 
5年女子 �内　村　悠　希 �加治木小 �lmlOcm 

6年男子 �大　野　翔　平 �柁　城　小 �1m25cm 

6年女子 �検　校　美　加 �柁　城　小 �1m20cm 

ソフトボール投げ �5年男子 �谷　村　直　紀 �錦　江　小 �55m02cm 
5年女子 �山　下　絵里奈 �柁　城　小 �36m92cm 

6年男子 �長　野　孝　治 �柁　城　小 �56m18cm 

6年女子 �太　田　其由子 �竜　田　小 �38m06cm 

400mリ　レ　ー �5年男子 �松久保　　　樹 �錦　江　小 �1分03秒5 

濱　島　翔太朗 

奥　　　将　大 

岩　下　将　也 

5年女子 �植　木　美　香 �柁　城　小 �1分05秒1 
小　原　美　雪 

川　畑　莱々子 

那　須　亜　美 

6年男子 �福　留　　　陽 �柁　城　小 �59秒3 
大　野　翔　平 

長　野　孝　治 

川　邁　一　輝 

6年女子 �堀之内　紅　瑛 �加治木小 �1分04秒6 
長　谷　有　希 

豊　村　加奈美 

原　田　千帆里 

第
三
十
九
回
小
学
校
陸
上
記
録
会

が
十
月
二
十
二
日
、
町
営
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
加
治
木
小
学
校
六

年
の
門
国
賓
久
く
ん
と
山
下
千
里
さ

ん
が
、
「
先
輩
た
ち
が
残
し
た
記
録

に
挑
戦
し
、
思
い
出
に
残
る
大
会
と

な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
」
と
力
強
∴
押

く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
他
校
の
児
童
と

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
記
録
更
新
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
・
B
ク
ラ
ス
優
勝

姶
良
地
区
市
町
対
抗
駅
伝

姶
良
地
区
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
（
十
六
区
間
、
三
十
一
キ
ロ
）
が

十
一
月
九
日
、
栗
野
町
で
開
催
さ
れ

郡
内
の
各
市
町
代
表
十
二
チ
ー
ム
で

健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

加
治
木
町
は
一
区
を
八
位
と
ま
ず

ま
ず
の
滑
り
出
し
。
徐
々
に
順
位
を

上
げ
、
五
区
の
一
般
女
子
区
間
で
鍬

崎
宗
子
さ
ん
が
先
頭
の
国
分
市
を
と

ら
え
て
つ
い
に
ト
ッ
プ
に
。
そ
の
後

最
終
区
ま
で
接
戦
を
繰
り
返
し
、
最

後
は
第
二
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
見
事

B
ク
ラ
ス
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

加
治
木
町
チ
ー
ム
で
は
高
橋
若
菜

さ
ん
（
加
治
木
中
一
年
）
と
一
般
男

子
の
山
元
城
二
さ
ん
が
区
間
賞
を
獲

得
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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一軒エネルギー・寧義軍萎め雰瀦撃 

第8章「やってみようll　スマートライフ」

スマート（賢しヽ）ライフとは

省エネルギーというと、我慢や節約というイメージでと

らえがちですが、エネルギーの使し、方は私たちの生活と密

接に関係しています。地球規模の環境問題の改善とし、う観

点から、エネルギーを効率よく使用することを心が（ナた賢

くシンプルな生活を実践することが大切です。

スマートライフには、家庭生活におけるさまざまなシー

ンがかかわってしヽます。『衣『食』はもちろん、『働くこ

と』『学ぶこと』『遊ぶこと』『楽しむこと』などです。

あらゆる生活シーンにおいて不必要なエネルギーを使わないシンプルでスマートな生活。

これこそが21世紀にふ、さわししヽ新しい省エネ型ライフスタイルです。

問題意識を持つ一⇒省エネの効果を知る→チェックする一⇒実行する

電気は、エアコン・冷蔵庫・照明に多く使われてしヽます

家庭で使用する電力は、図1のような内訳になっています。冷蔵庫、エアコン、テレビ、照

明が多くを占めています。これらの機器は、トップランナー方式の採用もあり、近年大幅に効

率が向上してしヽます。したがって、照明やエアコン、冷蔵庫を高効率なものに買し、替えること

で、大きな省エネが図れます。

X　トップランナー方式：製品の省エネルギー基準を現在の機器のなかで最高の効率、また

はそれ以上の効率とする方式です。

図1家庭で使用する電力の用途別使用量　　　　衣料乾燥機　2．5 

電子レンジ1．2 ������電気カーペット3．8 

芋3．7　電気こiたつ3”8　諾霊］ ����� � � �十三三三三三三 
i �冷蔵庫 �i �エアコン �i � �� � �i �i �テレビ �その他 �照明用 

17，2 ��23．4 ���� ����10．3 �11．9 �18．1 

0　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　80　　　　　　　　100

［出典］省エネルギー便覧（％）
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水は、洗濯や風呂・調理などに多く使われてしヽます

図2　家庭で使用する水道水の用途別使用量

∴－‾ ∴∴ 京、言　l 〝蔦：、 �i詳持1、－軍需謎↓醤欄間薄雪や写 ● 　‘子守 　i詳 　　言一滴 　＼‾↑：売 　　高 �∵ヽ 藩 ＿：．＿．、、 誓議 i鞘 

．学：言 �一．′∴－∵ 言ヾ 

∴l：∴ 、、＋′∴ ÷言 

◆）言、 主∴ ま濃さ／ �　　　　　　　　恕、． ：塁　　　　　　　で・ 

題。■888腿 

［出典］NHK調査資料（1997）

新ライフスタイル �チェック25 

家庭で使用する水道水の用途別使用量に
つしヽて、図2のような調査結果があります。

洗濯と風呂・シャワーの使用量が多し、の

がわかります。

スマートライフの実践では、これらの用

途に注目しましょう。

省エネルギーを進めるために、
エネルギーのぜし、たく、むだを知iつましよう！！

行　　　動　　　項　　　目 

リ ビ ン グ �1 �暖房は20℃、冷房は28℃を目安高畠度設定をしてし、るo 
2 �電気カーペットは部屋の広さや用途にあったものを選び、温度設定をこまめに調節してしヽるo 

3 �冷暖房機器は不必要なつけっぱなしをしなし、ように気を付けてし、る。 

4 �照明は、省エネ型の電球型蛍光ランプを使用するようにしている。 

5 �人のし、なし、部屋の照明は、こまめな消灯に心が（ナてし、る。 

6 �テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をしなし、ようにしているo 

7 �こたつは敷布団と上掛け布団を使用し、温度設定をこまめに調節してし、る。 

キ �8 �食器洗し、乾燥機を使用する時は、まとめて洗し、、温度調節もこまめにしてし、る。 
9 �洗いものをする時は、給湯器は温度設定を出来るだけ低くするようにしてし、る。 

10 �冷蔵庫の庫内は季節にあわせて温度調整をしたくらものを詰め込み過ぎなし、ように整理整頓 
ツ チ ン ��こ気を付けている。 

11 �冷蔵庫は壁から適切な間隔をあげて設置してし、る。 

12冷蔵庫の扉は開閉を少なくし、開けてし、る時間を短くするように気を付けている。 

13 �煮物などの下ごしらえは電子レンジを活用しているo 

14 �電気ポットは長時間使わなし、時には、コンセントからプラグを抜くよう（こしている。 

15 �洗濯する時は、まとめて洗うようにしてしヽる。 
）令 室 等 �16 �お風呂は、間隔をおかずに入るようにして、遺し、焚きをしないようにしてし、るo 

17 �シャワーはお湯を流しっぱなしにしなし、ように気を付けてし、る○ 

18 19 �温水洗浄便座は温度設定をこまめに調節し、使わなし、時はふたを閉めるようにしているo 

車 ��アイドノングはできる限IjLなしヽように気を付けてしヽる。 

20 �無駄な荷物を積んだまま運転しなしヽように気を付けている。 

21 �経済速度を心が（ナ、急発進、急加速をしなし、ように気を付けてし、る。 

22 �タイヤの空気圧は適正に保つように心がけてし、る。 

23 �外出時は、できるだけ車に乗らず、電車・バスなど公共交通機関を利用するようにしてし、る。 

そ の 他 �24 25 �電気製品は、使わなし、時はコンセントからプラグを抜き、待機時消費電力を少なくしてし、るo 

電気、ガス、石油機器などを買う時は、省エネルギータイプのものを選んでし、るo 
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鰐榊鍼宿鰯
色々な初めて

G00d aftem00n eVeryOne！

とうとう冬がやって来ました。加治木はバンクーバーより暖かいですが、カナダのような集中温度管理システ

ムがないので冬の夜は凄く寒さを感じます。集中温度管理システムというのは、床下にあるパイプにお湯を通し

て部屋全体を暖めるシステムで、普通の暖房より部屋の中が均等に温まり、また床下から暖めるので素足で歩く

と気持ちがいいです。カナダでは、家にも学校にもこのシステムがあって寒さを感じることがなかったので、最

近集中温度管理システムが恋しくなりました。

●○′●〃” 菖古拙 ��持 � 

● 車　∴∴ふ∴∴ヽ∴ �� � 

「．ヽ �：∴L � � 

さて、秋の深まりと共に仕事も忙しくなりました。

先日、わくわく健康秋まつりが行われ私は国際交

流コーナーを担当しました。色々な国のパネル展示

やフェイスペインティング、バルーンアートと魚釣

りのゲームを行いました。KIFA（加治木国際交流

協会）の12人のボランティアと郡内ALTと国際交

流員の3人もブースで一生懸命働きました。慣れな

い仕事で皆さん大変でしたが、子供たちの喜ぶ顔を

見てやりがいを感じました。みんなのおかげで面白

い国際交流コーナーができました。

Thank you so much for helping out！！

＿＿＿一二‾‾‾‾‾‾、二二三国 

高で 千一一・’一i SSSSSSS”、暮 ：が一〔＝孟 �・← 〃重 言∴ 幸が／ �賦トン・一 一一‾丁：二二 一一i二一一ii ＝当山ピーン■「 ） l （ l 表随 ） ＿一〇 

一〇°－∴、88園十三 ＼点一一′ノ 

二iセ 　ノ �▲∴　∴∵ ‾，亨lj 

1 1 ＼、 �霊 

さて、いよいよ今月のトピックに入ります。

私はこの1か月で特別な初体験をしました。それ

は「気絶すること」と「救急車に乗ること」です。

10月の終わりのある日、私は子供との料理教室に

誘われさつまいも科理を手伝いました。最初にさつ

まいもの皮をむき、次にスライサーを使って芋を薄

く切りました。スライサーを使うのは初めてでした

が、芋がきれいに薄く切れたことを誇らしく思いま

した。私は自信を持つようになり手の動きもだんだ

ん速くなってきました。芋が小さくなってきたので

一回やめましたが、まだ少し残っていたので再び切

り始めました。

その時、手に少し痛みを感じました。見ると中指

に0．8cmぐらいの傷口が開いていて、まもなく血が

いっぱい出てきました。血が流れ落ちるのを見なが

ら、私はBand－Aidの日本語を思い出そうとしまし

た。誰かが私の怪我に気付き絆創膏を指に巻いてく

れましたが、絆創膏はすぐに真っ赤になりました。

私は「大丈夫です、大丈夫です。」と言いながら

も目の前が真っ白になって倒れました。すぐに意識

を取り戻しましたが、指が痛くて、気分が悪くて、

呼吸ができない感じでした。救急車が来て救急救命

士が私に質問しました。質問の内容は覚えていませ

んが、こんな時に日本語を聞き日本語で答えるのは

辛かったです。

救急車の中で、救命士から「すぐ着きますよ。」

と言われ、ほんの30秒で病院に到着しました。病院

の先生が面白い英語を言いながら、私の指に薬を塗

り包帯を巻きました。

これが私の初めての気絶と救急車に乗った経験で

した。加治木に来て、カルチャーショック以外にこ

んな経験ができて、良かったのかどうかわかりませ

んが、とにかく特別な経験でした。これからは、こ

んな特別な経験はしないですむように頑張りたいと

思います！これからもよろしくお願いします！
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これまで住民課で取り扱っていた原動機付自転車（50cc・90cc・125cc）、小型特殊自動

●

●

●

●

●

●

●

⑨

⊂）

●

：車（農耕作業用）の標識交付・廃車届出・名義変更などは、来年1月から税務課で取り扱

：います。　◆問い合わせ先　役場税務課　町民税係　TEL62－2111（内線102、106）

12月・1月眼科医在宅医衰 

月　日 ��病　院　名　　電話番号 

12 月 �12（日） �田中眼科医院 �65－3986 
19（日） �い　ち　ち　眼　科 �47－3618 

， �神　村　眼　科 �64－5556 

26（日） �隼人福島眼科 �64－2940 

1 月 �1㈱ � �／一一一一一／ 

2（日） �植原眼科医院 �43－1050 

3（月） �青雲病院眼科 �66－3080 

9（日） �田中眼科医院 �65－3986 

10㈱ �渡辺眼科クリニック �45－6888 

16（日〉 �い　ぢ　ち　眼　科 �47－3618 

23（日） �神　村　眼　科 �64－5556 

30（日） �隼人福島眼科 �64－2940 

※在宅医は往診はいたしません。 

※在宅医の担当時間は午前9時～午後1時です。 
※原則として緊急を要しない一般の患者さんは御遠慮くだ 

さい 

12月・1月在宅医衰 

月　日 ��病　院　名 �電話番号 � 

12 月 �12（日） �II畑　内　科 �63－1499 
19（日） �壱　岐　医　院 �59－2019 

23㈱ �徳　永　医　院 �58－2302 

26（日） �松下完治内科 �62－0084 

1 月 �1㈱ �ザ　王　病　院 �62－4611 

2（日〉 �大　井　病　院 �63－2291 

3（月） �加治木温泉病院 �62－0001 

9（日） �徳重クリニック �62－2672 

10㈱ �棚た泌尿器科・ひふ科 �62－7100 

16（日） �浜崎クリニック �62－8588 

23（日） �ii島クリニック �62－7200 

50（日） �四本信一皮膚科 �63－991－2 

※診療時間は午前9時～午後5時です。 

※当日の往診ならびに緊急以外の受診は′ ���御遠慮ください。 

日 �曜・祝日歯科救急診療（午前9時～午後3時） 
郡歯科医師会口腔保健センター　溝辺町（TEL誠一43認） 
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実植えで甘柿に成長した萩原の川添辰夫
さん宅の柿
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朝日町の森山喜代可さんが森山家住宅土蔵
建造100周年を機に記念碑を建立
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加治木中学校ダンス部の踊り
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小鴨の福永和則さんが所有する桐原台地の
畑で重さが3，4キロのサツマイモが採れた（左）
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昭和29年に錦江小を卒業した同窓生一同が

卒業50年を記念し母校へ寄附金を贈った
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加治木中学校吹奏楽部の演奏
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